





































































































































































































































































0 0 0 0
「三
位一体」（Trinité）の神学的図式の背後に隠された
0 0 0 0
神の時間であった……。
　現代世界を覆う市場の普遍化とグローバリゼーションは，ほとんどすべてを移転可能な













0 0 0 0 0
〉とい
う性格をもつことになる。反復の強制が支配する〈生活世界〉において「感染的な人間」
はこの〈信用の体系〉を，みづからを貨幣幻想へと駆り立てることによって〈死〉を未来
に先送りそれを現在の〈生〉である≪かのように≫生きる以外に為す術はない。本書によ
れば，「記憶」を欠く資本主義には，完済不能の「生の負債」―罪責感の累積に基づく自
己言及的な〈信用の体系〉を克服すべき手だては当面，見当たらない。1929年の歴史的経
験のように貨幣が「あるがままのもの」として「暴力と死のヴェール」を剥きだしにする
ときを俟つか，どうかだ。だが，人間の原欲動（Urtrieb）に憑依された〈われわれ〉の貨幣＝
金融システムは，たとえば「グラス・スティーガル」法（1933年）の撤廃（1999年）によっ
てさらに拍車をかけられて“強靭”である。本書のように“はじめに苦悩があり，エコノミー
はこの苦悩とともに始まる”とすれば，ことは簡単ではない。〈信の構造〉として凝集す
る欲動そのものを脱構築させうる「別様のものを思考すること」（depenserautrechose）
――これを永続して企てる以外にないだろう。そしてそのための途はないわけではない。
イレニズムを相対化したかにみえるコンドルセ，ケインズ，フロイトに期待を寄せる本書
とは別に，資本主義の完成形態を資本―利子 /土地―地代 /労働―賃金の「三位一体」範
式の成立に観たK. マルクスのFetisch をめぐる思考は，なお参照すべきものと思われる。
（57）
